
 
 

 
 
株式会社七十七銀行（頭取 小林 英文）では、「７７ＳＤＧｓ支援サービス」を通じて、

取引先の「ＳＤＧｓ宣言書」の策定支援に取組んでいます。２０２３年５月において取引
先７社がＳＤＧｓ宣言書を策定されましたので、下記のとおりお知らせします。 
当行は、持続可能な社会の実現に向け、地域金融機関として企業のＳＤＧｓへの取組み

を支援してまいります。 
 

記 
 
ＳＤＧｓ宣言実施企業の概要（五十音順） 
注．各企業における宣言書は別紙のとおり。 

企業名 所在地 事業内容 

オデッサ・テクノス株式会社 
（代表取締役 高崎 三晴） 

宮城県仙台市宮城野区榴岡２丁目
２番１０号 

汚泥処理業 

（企業概要） 
当社は１９９４年に設立し、汚泥処理プラント『オデッサシステム』の開発・販売と産業 

廃棄物収集運搬・処分場の運営を行っています。 
『オデッサシステム』は建設汚泥などの無機性汚泥（産業廃棄物）に特殊固化材を混合・攪拌
し、水を含んだまま短時間に土木資材としてリサイクルする造粒固化処理システムです。 
 汚泥リサイクルのパイオニア企業として２０年以上の実績があり、産業廃棄物の再資源化等
により、循環型社会の実現に貢献しています。 
今後もこれまでに培った再資源化技術のノウハウを活かして、持続可能な地域社会の実現に

貢献していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

－１－ 

ＳＤＧｓ支援サービスにおける「ＳＤＧｓ宣言書」の策定支援について 

News Release 2023年 6月 12日 

七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。   もっと、ずっと、地域と共に。 



企業名 所在地 事業内容 

キクニ株式会社 
（代表取締役 桑原 茂） 

宮城県塩釜市尾島町２７番３０号 卸売業 

（企業概要） 
当社は昭和20年創業の機械器具卸売業者であり、東北6県と新潟県をエリアとして、 

社会のニーズを的確にとらえ、あらゆる分野のプラントに貢献してきました。 
これまで蓄積された経験、情報を分析し、メーカーの立場やユーザーの立場になり、

人々の豊かな生活環境を創りあげるために、数々の課題に最新の設備と誇れる品質で 
時代のニーズに応えています。これからも「ひとと地球の調和」を追求しながら 
地元産業に寄与し、地域社会と共に発展しながら、次代に向かってもっともっと 
住み良い生活環境に果敢に挑んで行きたいと考えています。 
今後も「社員と共に地域と共に」未来を創る覚悟を持って取り組んでいきます。 

 
企業名 所在地 事業内容 

株式会社きずな縁 
（代表取締役 西原 克明） 

宮城県仙台市青葉区川平４丁目
３－２５ 

動物病院 
ドックラン他 

（企業概要） 
当社は「愛犬との生活をトータルでサポートしたい」との想いのもと青葉区川平、

芋沢に2つの動物病院を開院しました。数多くの外科手術の経験から、「病気になる前
に、もっとできることがあるのではないか」と考え、ドックラン、ドックホテル、 
ドックカフェおよびトリミングサロンを芋沢院に併設し運営しています。 
今や家族の一員となった動物。事業を通じて、動物に優しい社会づくりや、動物を

思いやる心豊かな人づくりを目指しています。その為にはただ治療を行うだけで 
なく、人と動物が少しでも長く、健康で快適に過ごせるような環境が必要不可欠だ 
という考えのもと、病気の動物だけでなく、元気な動物も集まる空間をつくり、動物
の健康を様々な側面から守る「病気ゼロ事業」に取り組んでいます。 
当社はこれからも、獣医療や自社サービスによって持続可能な地域社会の実現に 

貢献していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－２－ 



企業名 所在地 事業内容 

新誠木材株式会社 
（代表取締役 永井 政雄） 

宮城県刈田郡七ヶ宿町字蒲木５１ 
材木卸・ 
木製品製造 

（企業概要） 
 当社は１９６５年の創業以来、七ヶ宿町を中心とした森林資源を活用した林業を 
通じて、雇用の確保や経済循環に半世紀にわたり貢献してきました。 
自然から与えられる産物を無駄なく利用し、自然に与える影響を最小限に抑え 

ながら環境保全にも取り組んでおり、製紙用チップを製造する際に発生した樹皮に 
鶏糞を混合して製造した植物生育基盤材『グリーンセブン』は宮城県グリーン製品の
認定をいただいています。 
今後も事業を通じて森林の整備・保全といった環境に配慮した経営を行うととも

に、引き続き合法伐採木材に利用により、SDGsへの取組を継続・強化して次世代を 
見据えた事業運営をしていきます。 

 
企業名 所在地 事業内容 

東杜シーテック株式会社 
（代表取締役 本田 光正） 

宮城県仙台市宮城野区銀杏町 
３１－２４ 

システム設計・
開発業 

（企業概要） 
 当社は、２００２年設立のソフトウェア開発会社であり、半導体・自動車に関する
システム開発を事業基盤とし、ＡＩや画像処理にも力を入れています。 
 大学、自治体および企業等と連携し、常に新しい技術やノウハウを吸収しながら、
地域のニーズを捉えた製品の研究開発に取り組んでおり、現在は、漁業が抱える 
人手不足や後継者不足などの課題に向けた解決と地域活性化を目的として 
「ＡＩ・ＩｏＴ技術を利用したリアルタイム全数魚種選別サービス」の研究・開発に
注力しています。これは、ＡＩを活用し魚種およびサイズの判定を行い、自動で魚の
仕分けを行うものになります。 
今後も「社会のまんなかでシステム開発」を合言葉に、社会のコアになる 

テクノロジーを創り出すことを理念に、常に社会生活の根底にあるニーズをとらえ、
持続可能な地域社会の実現に貢献していきます。 
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企業名 所在地 事業内容 

一般社団法人東松島みらいとし機構 
（代表理事 渥美 裕介） 

宮城県東松島市大曲字寺前 
６１番地２ その他の業種 

（企業概要） 
当社は２０１２年、東日本大震災を契機に、東松島市、東松島市商工会、東松島市

社会福祉協議会の３者共同で設立された、「復興まちづくり計画」の具現化と 
持続可能な「環境未来都市」構想を推進するための「産・学・官・民」が連携する 
中間支援組織です。（通称：HOPE ※） 
再生可能エネルギーの地産地消に取り組む「東松島市地域新電力事業」を事業の 

柱とするほか、東松島市から委託された「ふるさと納税業務一括代行事業」や 
「市営住宅管理センター運営事業」、「パークゴルフ場運営事業」、 
「定住化促進事業（婚活支援等）」、「希望の大麦プロジェクト運営」および 
「SDGs未来都市事業（非営利の教育、啓発イベント等）」を担うなど、あらゆる 
セクターの調整役となって幅広く活動しています。 
東松島市は２０１８年に内閣府より「SDGｓ未来都市」に選定されており、また、

２０２２年には環境省から宮城県内で唯一「脱炭素先行地域」に選出されましたが、
当社は東松島市と相互に連携し「共同提案者」として携わっています。 
今後もSDGｓへの取組みを継続し、持続可能な地域社会の実現に貢献していきます。 
※Higashimatsushima Organization for Progress and”E”(economy,education,energy) 

 
企業名 所在地 事業内容 

山田乳業株式会社 
（代表取締役 山田 泰） 

宮城県白石市字半沢屋敷前１５５番地 
牛乳・乳製品
製造業 

 当社は、白石市で１８８４年に前身となる「山田養生舎」を創業し酪農と牛乳の 
処理販売を開始、その後移転や合資会社を経て１９６３年に現在の「山田乳業株式会社」へ
改組しました。 
蔵王山麓を中心とした宮城県南部の酪農地域で生産される新鮮で良質な牛乳や 

乳製品を使い、添加物は極力使用せず、「おいしさ自然主義」のキャッチフレーズの
もと牛乳やヨーグルト、アイスクリームや学校給食用の製品を製造販売しています。 
これまで１３５年以上に亘り白石市に根ざし、地域とともに歩みを続けてきました。 

今後も皆様の豊かな食生活を支えられるよう、地域の皆様とともに歩みを続けて 
いきます。 

－４（終）－ 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 
2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採択した 

国際目標であり、17のゴールと、169のターゲットから構成されて
います。 
七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧｓ宣言 

～ もっと、ずっと、地域と共に。～」を表明し、ＳＤＧｓに対する
取組みを更に強化するため、2021年10月より「ＳＤＧｓ実践計画」
を策定しております。 



取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取組の内容
関連が強い

SDGsゴール

製品

サービス

環境配慮製品

社会課題解決

環境総合リサイクル事業の取り組みを通じて
環境負荷の抑制や削減に努めます

 再生資源の積極的な利用を促し、地球環境の保
全、処理コストの削減により持続的なまちづく
りに寄与します。

 造粒固化処理システム『オデッサシステム』の
開発技術を核とした汚泥リサイクル事業により、
循環型社会形成推進に貢献します。

 グリーン購入の推進に寄与する取組みとして、
宮城県グリーン製品および、北海道リサイクル
製品の認定を受けている『改良土』『流動化処
理土』の普及に努めます。

 企業の社会的責務として、環境総合リサイクル
分野に関する新技術開発の取組みを一層推進し
ます。

人権・労働

労働環境の整備

人材育成

従業員の健康維持やワークライフバランスの
実現により働きがいのある職場づくりを実践
します

 健康診断の100％受診と『特定保健指導』の活
用により健康経営を推進します。

 年齢、性別にとらわれず、すべての人材が活躍
できる環境整備を目指します。

 年次有給休暇取得を促進します。
 従業員のスキルアップを目指し社内研修および

勉強会の充実、資格取得支援を実施します。
 事務処理の効率化により生産性の向上に努めま

す。

環境

リサイクル事業の推進

環境負荷の低減

再資源化技術で未来の地球環境を守ります

 2006年から継続している『エコアクション
21』認証･登録を通じて省エネルギー、省資源
による環境負荷の低減を推進します。

 建設副産物（汚泥，建設発生土）の健全で適切
なリサイクル事業を推進します。

 環境に関する情報の提供，公表を行います。
 汚泥処理プラント導入から許可申請支援、導入

後のメンテナンスまで一貫したサポート体制を
構築することで、リサイクル事業を推進します。

SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

オデッサ・テクノス株式会社
2023年6月12日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取組の内容
関連が強い

SDGsゴール

社会貢献

地域貢献
地域の皆様と共に

地域社会の一員として、地域の皆様と
ともに持続可能なまちづくりに貢献
 地域自治体、コミュニティとの積極的

な交流
 アマモ再生事業への取組み。塩釜市内

の小学生へ、移植活動を通した教育・
学習啓発支援

 地元商品、特産品の積極的なＰＲ

人権・労働 労働環境整備

誰もが活躍できる職場環境の構築
 育児・介護等の規定、ハラスメント防

止対策を整備し、従業員が働きやすい
環境づくりの推進

 定期的な健康診断の実施と診断結果の
フォローアップの徹底

 「職場健康づくり宣言」認定済。現在
「健康経営優良法人認定」の取得に向
け取組中

環境 CO２削減

省エネへの取組
 全施設LED照明
 電力システムを導入、使用量の把握と

節電への取組み
 社用車のエコカー導入

コミュニ

ケーション
情報開示

SDGs達成に向けた自社の取組を積極
的に公表
 ホームページ等による情報開示の強化
 自社の取組のみならず、地方創生をけ

ん引する地域企業との活動を公開
 様々な地域、社会貢献活動について、

ホームページ等を利用し公開

七十七銀行のSDGs診断により「プラチナSDGs」のランクを取得しました。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

キクニ株式会社
2023年６月12日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取組の内容
関連が強い

SDGsゴール

人権・労働

労働環境の整備

人材育成

誰もが働きやすい環境づくり

 適切な労働環境を実現するための方針やルール
を就業規則等にて明文化。

 多様な人材が活躍できる場を目指し、柔軟な働
き方（短時間勤務等）を導入。

 職務、役割に応じた研修プログラムを導入、独
立支援等を含めた人材育成に注力。

製品

サービス
社会課題解決への貢献

人と動物が健康で快適に過ごせるように

 川平院、芋沢院において適切な獣医療を提供し、
動物の健康を守る。

 芋沢院併設にてドックランやドックカフェを運
営し、人と動物の共存を図る。

 自社事業を通じて愛犬との生活を一日でも長く
送れるようトータルサポート。

社会貢献

地域貢献

地域への影響の配慮

地域資源の積極的利用

地域社会の一員としての役割を

 近隣にて開催される地域のお祭り等、イベント
への協賛を実施。

 鳴き声や糞尿等による苦情が発生することの無
いよう徹底。

 近隣の小中学校において勉強会や職場体験会を
開催。

 自社にて販売する犬用サプリには三陸産のほや
を使用し、地産地消を推進。

コミュニ

ケーション

情報開示

パートナーシップ

目標の達成、あるべき姿を目指して

 自社の取り組みをホームページやブログ等の
SNSを活用し公開。

 七十七銀行SDGs支援サービスを活用し、自社
の取り組みを見える化。

 強みを伸ばし、弱みを改善できるよう組織体制
を強化。

 職場体験等の受け入れによる地域貢献活動への
取り組みを強化。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

株式会社きずな縁
2023年6月12日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取組の内容
関連が強い

SDGsゴール

環境

環境保全

気候変動への取組

計画的な間伐等の森林整備により、適切な森
林保護を通じて環境保全に貢献
 森林整備は、森林の保護に加え水資源を守るこ

とにも繋がっています。
 木質バイオマスエネルギー用に木材チップを供

給しており、枯渇性の化石燃料の使用を減らせ
るという点で気候変動への取組にも貢献してい
ます。

公正な事業慣行

組織体制

法令等遵守の励行

職場健康づくり推進

「合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関
する法律」（グリーンウッド法）等の遵守徹
底、および「職場健康づくり宣言」企業とし
て働きやすい労働環境を整備
 合法伐採木材や森林認証材等、適切な供給体制

を整備します。
 従業員が安心して事業に従事できるよう、労働

環境の整備や研修体制の整備に取り組みます。

製品

サービス
環境配慮製品

樹皮端材活用による植物生育基盤材「グリー
ンセブン」（宮城県グリーン製品）の製造
 「グリーンセブン」は樹皮に鶏糞を混合し、長

時間発酵させ製造したバーク堆肥にピートモス
を配合した植物生育基盤材。自然から与えられ
る産物を無駄なく利用し、緑化推進にも寄与し
ている。

社会貢献

地域貢献
持続可能な地域づくり

環境に配慮した経営を通じて持続可能な社会
の実現に貢献
 貴重な森林資源を守り、育て、活かしながら循

環型社会の実現に貢献します。
 七ヶ宿町森林組合様、古川林業株式会社様と共

同で「七ヶ宿バイオマスチップ株式会社」を運
営し、七ヶ宿町の指定管理を受けて木質チップ
を生産しております。木質チップは、町の賑わ
い施設や、近隣の国道のロードヒーティングに
も使用されています。

 所属するＮＰＯ法人日本バーク堆肥協会の事業
にて、福島県海岸防災林再生委員会を立ち上げ、
福島県相馬市において防災林の植林・保全活動
を行っています。

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

新誠木材株式会社
2023年6月12日



取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取組の内容
関連が強い

SDGsゴール

製品

サービス

環境配慮

社会課題解決

「社会のコアになるテクノロジーを創り出す」
を理念に、環境に配慮したプロジェクトの推進
や、社会課題解決に貢献できる製品、サービス
を提供してまいります。
 AI技術の活用や東北大学など、各大学、学術機関

と連携し、既成概念にとらわれず、社会課題解決
製品の開発に取り組みます。

 これまでに培った画像処理技術や組込みシステム
開発で得たノウハウを活かしたソリューションの
提案に努めます。

内部管理

組織体制

法令順守

情報管理

事業継続

すべてのステークホルダーから信頼される企業
を目指して、CSRやリスクマネジメントの取組
強化など、組織体制の整備・強化に努めていき
ます。
 ISO27001認証取得に準拠した法令順守やコンプラ

イアンスの徹底。
 情報セキュリティのリスクマネジメントを徹底し、

信頼のおける事業活動を推進していきます。
 事故や災害といった不測の事態に備えたBCPの取り

組みとして、徹底したリスク管理を実施します。
 協力機関、事業者等との関係強化により、あらゆ

る変化に動じない強固な組織体制を構築。

社会貢献

地域貢献

持続可能な地域づくり

自然環境保全

既成概念にとらわれない新たなサービス、製品
を創出することによって、地域社会とお客様の
さらなる発展に貢献します。
 みやぎ認定ＩＴ商品である「Smart Echo」の普及

により熟練技術の承継および魚類の生態系保護に
貢献します。

 魚種選別装置の開発により漁業の人出不足解消に
取り組みます。

 積極的な地元採用により、地域の活性化に貢献し
ます。

環境

温室効果ガス削減

エネルギー利用の効率化

生物多様性

環境に配慮した設備の導入や、自社製品開発に
より持続可能な地球環境の実現に貢献します。
 自家用充電機の設置。HV、PHV、FCV車の利用に

よりCO2削減に貢献します。
 太陽光発電の導入やＬＥＤ照明の使用により消費

電力の削減等、環境負荷の低減に努めます。
 ＴＶ会議やリモート会議の導入により移動に伴い

発生する温室効果ガスを削減するとともに、社内
のペーパーレス化に取り組みます。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

東杜シーテック株式会社
2023年6月12日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取組の内容
関連が強い

SDGsゴール

人権・労働

ハラスメントの禁止
メンタルヘルス
ダイバーシティ経営
健康経営

「HOPEで働きたい」と思われる企業を目指
し、従業員の健康維持と安心して働きやすい
職場環境の整備に努めます。
 ハラスメント対応手順の整備
 メンタルヘルス疾患への予防策を含めた従業員

の健康維持に関する方針の策定
 健康、メンタルヘルスの維持に向け、社内での

定期的な周知活動の実施
 多様な人材の雇用と安全面に配慮した設備など

活躍できる環境の整備
 「健康企業宣言」の実施
 「健康経営優良法人」認定取得

環境

温室効果ガス
天然資源の持続的利用
3Rの推進

CO2削減など環境配慮を求められている水準
の上を目指して、取組強化していきます。
 CO2排出量可視化に対する取組実施
 法律や倫理に反する資源を使用しないための点

検・確認および確認体制の整備
 認証製品の積極的活用、調達方針を策定
 回収・リサイクルに関する体制構築

公正な事業慣行

組織体制

法令順守
知的財産の保護
組織体制

組織体制や社内ルールを時流に沿う形で整備
を行い、地域社会から信頼され、求められ続
ける企業を目指します。
 コンプライアンス管理、対応手順の整備
 商標、特許等の知的財産権取得・管理に関する

ルールの整備
 CSR、リスクマネジメント推進体制の確立およ

び取組計画策定

コミュニ

ケーション
情報開示

SDGsに関する取組目標を対外的に公表し、
持続可能な地域社会の実現を目指します。
 「77SDGs支援サービス」の診断結果に基づき、

取組不足があった項目について、今後の具体的
な取組目標や取組内容および方針の策定

 取組目標や方針について、HP・SNS活用による
積極的な情報開示

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書
一般社団法人東松島みらいとし機構

（HOPE）
2023年6月12日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取組の内容
関連が強い

SDGsゴール

製品

サービス

品質保証

環境配慮製品

「おいしさ自然主義」で「フレッシュ＆ナ
チュラル」な商品をお届けするため、品質管
理・商品開発に取り組んでいます。
 宮城県南、蔵王山麓の酪農家で集乳した生乳を、

そのまま自社工場で殺菌・加熱処理を素早く行
うことで、おいしい牛乳をお届けしています。

 食品安全マネジメント規格「ＪＦＳ規格」（一
般財団法人食品安全マネジメント協会）の認証
取得に取り組んでいます。

環境

温室効果ガス

３Ｒの推進

廃棄物の削減

社会課題にも目を向け、環境負荷の軽減に繋
がるよう環境改善に取り組んでいます。
 超低温保冷剤を使用し、ドライアイスの使用を

行わないことでCO2削減に取り組んでいます。
 アイスＢＯＸは発泡スチロールを利用せず、段

ボール箱でお届けすることで、ポリスチレンの
使用を削減しています。

 耐熱性に影響が出る商品を除いて、プラスチッ
ク容器を紙容器に変更しています。

社会貢献

地域貢献

地域資源の積極的活用

持続可能な地域づくり

地域の自然環境保全

蔵王地域の恵みを活かして乳製品の製造を行
うとともに、持続可能な地域づくり活動を
行っています。
 地元食材を積極的に活用し、日々商品開発にも

挑戦しています。
 「白にこだわって白石を世界にひとつだけのお

もしろいまちにしよう」という理念のもと、
「百白プロジェクト」を立ち上げ、地域住民や
学生とともに地域おこしに取り組んでいます。

 「フロム蔵王」の各種商品は白石市のふるさと
納税の返礼品として好評をいただいています。

 大河原土木事務所より「スマイルロードサポー
ター」の認定を受け、本社事務所前の国道沿い
の清掃活動を行っています。

人権・労働

健康経営

労働安全衛生

「健康経営優良法人２０２２」を取得してお
り、従業員が安心して活躍できる職場環境整
備に取り組んでいます。
 労働災害発生の防止や衛生的な労働環境の整備

を実施しています。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

山田乳業株式会社
2023年6月12日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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